
3  イ テ ゴの収 穫、 選別、 調整方 法

岩手園試南部分場

1.背 景と特徴

イチゴは野菜類の中でも最も労力のかかるものの一つであり、イチゴの作業中特にlX穫、選別

調整作業のしめる害」合が大きく40%に も達する。          ■

この収穫、選別、調整作業の省力化を図るためここでは、収穫、選別を同時に行う方法の検討を

行ってきたものである。

2 技 術内容

収穫、選/11同時法にエク30%前 後省力化する。

(1)イ チゴを下記の図のようにL、 M、 8、 66、 At B、 格外と、予定されたパツクにイテゴ

の果実を摘み入れる。

予備のパ ックは格外の′ざックに重ねておく

121 用具

できるだけ軽いダンポールや木箱、発泡スチロールの平箱

集荷、調整

摘みいれたパンタがいつばいになったら通路におき、後早目に集荷し、日陰の調整場所に運

ぶ。M、 e、 60、 Bは 討量調整のみ、Lと Aは 置さ並ぺする。

結詰、箱の結束等は従来の方法 と同じである。

指導上の留意点

_ィドプク内の果実が少い間は転り易いので、あまり転がさないよ多注意する。

果実を摘み取った後手のひらにためてからパッタに移すと傷がつき易いので、必ず摘み取 り

パ ック入れへと直接的に移すこと。

パンクに入れる量は計量の際に不足分を足すよ多でなく補 多々目に摘み入れると調整労力が

少 くてすむ し、果実の傷が少 くてすむ。

142 浦杯になったパタタの出し入れと集荷の際はパ ンタをていねぃに取 り扱 多こと。

4 試 験成績の槻要

1)試 験課題名  イ チゴの収穫ヽ調整方法に関する試験

2)試 験年次及び場所  昭 和 49年 ～ 51年  岩 手囲試円部分場

3)試 験方法
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試験区  ① 改善法 (収 綾、選別同時法 )  1      ■  ■ 点■ .→ :1  ヽ■

■| ‐   用 果は49年 はダンポールの平箱、50～ 51年 は発泡ステロールの魚の空箱を

用いパッタを7ヨ 入れ予定の規格の場所のパックに呆実を摘み入れた。パッタが

満杯になったら通路におと、後に集荷 し、Lと 4は 営き並バする。更に計量し、

箱詰め

②慣行法

イテゴ出荷ダンポール平箱に果実を無選男Uに摘み取り、その後集荷、倉庫に違い

各規格毎に選別、Lと Aは 置き並べする。夏に計量 じ箱詰め

4)試 験結果

①処理能率              !

収穫、選別同時法の方がどの年度の調査でも、どの作業員の場合でも処理能率が高 く3ケ 年

の平均では慣行法に比較 して30"向 上する結果を示した。       ^

②品質変化

品質変化では改善法、慣行法で大差がみられなかった。両法とも季節の進むにつれて早 く腐

敗が始ることが認められた。

こ 主 要成果の具体的データ           r         !

(ll処理時間                              ■  十   .

理
クツ

計

処
パ

所 要 時 間 ( 分) パ ッ ク
当  り
処理時間

3t処 理するた

めの換算労カ
酸

爾葛丁
~「
轟 調整 計

49年

改善法 1 7.3ヨ 30 5 35 4:8分

慣行法 1 6.4 25 1   12 37 5。9

5 0

改善法 98.2 407 504 5.1

慣行法 3 67.2 282 !   168 450 6.7

ウじ

改善法 A 2 回 43.2 219 28 65 ワ
や 7`2

慣行法 A 2 回 48.8 265 1  1821 20 407 8.3

5‐1
改善法

慣行法

B 2 回 67.7 250 40 65 355 5.2:

B 2 回 45。6 1  1031  '2200 327 7:2

合計

(勅

改善法 216.4 1,206 5,6 70.0人 100

慣行法 168.0 1,221 7.3 r: 1 91.3A 130

し ,
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